
別冊資料

松川町の人口の現状と
第2期まち・ひと・しごと総合戦略及び人口ビジョンの策定について



（１）令和2年国勢調査（速報値）の結果

令和2年10月に国勢調査が実施され、その速報値では、松川町の人口は12,539人であり、前回調査の平成27年と比較し
て628人減少した（下表及び参考資料１）。この数は、松川町人口ビジョンで推計したシナリオを大きく下回っており、人口減少
の緩和に向けた取組みが喫緊の課題である。今後、この国勢調査の結果は、11月に確定値が示されることとなっている。

人口ビジョンの推計と実際の推移（表）

シナリオ 平成22年
（2010年）

平成27年
（2015年）

令和2年
（2020年）

シナリオB（目標シナリオ）
・2040年に出生率1.80まで上昇
・毎年20～60代 35名の社会増

13,676人

13,183人
（H27速報値）

12,900人

コーホート変化率法A
(H27国勢調査 速報値による推計)

13,183人
（H27速報値）

12,660人

コーホート変化率法B
(H27国勢調査 確定値による推計)

13,167人
（H27確定値）

12,635人

国立社会保障・人口問題研究所
による推計

13,099人 12,502人

実際の推移 13,167人 12,539人

松川町の人口の現状 資料No.1
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（２）総人口と世帯数の推移

〇 松川町の総人口は、高度経済成長期とともに増加が続いていたものの、平成17年度をピークに減少に転じていると
もに、減少数も大きくなってきており、令和２年には13,000人を割り込んでいる。

〇 一方、世帯数は増加しており、１世帯あたりの人数が減少している。背景には、核家族やひとり暮らし世帯など、
少人数世帯の増加が考えられる。

＜松川町総人口及び世帯数の推移＞

（出典）昭和55年～令和２年：総務省統計局「国勢調査」（令和２年は長野県速報値）

世帯数 うち
核家族世帯

うち
単独世帯

うち
65歳以上の

高齢単身者世帯

H12 4,004 2,058 477 194

H17 4,199 2,258 543 229

H22 4,287 2,356 632 311

H27 4,355 2,435 765 403 （出典）総務省統計局「国勢調査」

＜松川町の類型別世帯数の推移＞

（人）

（世帯）

S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 R2

総人口 13,108 13,511 13,422 13,617 14,070 14,117 13,676 13,167 12,539

世帯数 3,251 3,472 3,476 3,683 4,004 4,199 4,287 4,355 4,445
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〇総人口が減少している状況においても、老年人口が増加している。

〇増減率では、年少人口の減少率が高く推移しており、少子化も進んでいる。生産年齢人口も減少していることから、
これが年少人口の減少の要因のひとつと考えられる。

＜年齢３区分別人口構成の推移＞

＜増減数及び増減率＞
（出典）平成2年～平成27年：総務省統計局「国勢調査」、令和２年：長野県毎月人口異動調査（10月１日時点）

（３）区分別人口構成の推移

（人）

H2～H7 H7～H12 H12～H17 H17～H22 H22～H27 H27～R2（※）

年少人口
増減数（人） △ 160 △ 7 △ 120 △ 329 △ 234 △ 143

増減率（％） △ 6.3 △ 0.3 △ 5.1 △ 14.7 △ 12.3 △ 8.5

生産年齢人口
増減数（人） △ 176 106 △ 165 △ 405 △ 573 △ 674

増減率（％） △ 2.1 1.3 △ 2.0 △ 4.9 △ 7.3 △ 9.3

老年人口
増減数（人） 531 354 332 293 298 121

増減率（％） 21.9 12.0 10.0 8.1 7.6 2.9

総人口
増減数（人） 195 453 47 △ 441 △ 509 △ 681

増減率（％） 1.5 3.3 0.3 △ 3.1 △ 3.7 △ 5.2

（※）
年齢不詳があるため、
年齢３区分の内訳と合
計欄は一致しない。

また、R2年度は区分別
人口構成が公表されて
いないため、速報値で
はなく毎月人口異動調
査の数を算出している

2,421 2,952 3,306 3,638 3,931 4,229 4,350
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出生 144 127 131 122 119 123 122 137 121 140 113 116 109 86 110 100 104 95 86 98 93 98 99 90 90 63 85
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（４）自然動態の推移 －出生数と死亡数の推移－

〇平成９年から、死亡数が出生数を上回る「自然減」の状態である。主に出生数が逓減していることにより、ここ数年
は毎年100人近くの自然減となっている。

〇自然増減数について長野県全体と比較すると、松川町は、長野県全体が自然減に転じた平成16年よりも早く自然減が
始まっている。

＜松川町の出生数と死亡数＞

（出典）長野県毎月人口異動調査

＜自然動態増減の長野県全体との比較＞
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（４）自然動態の推移 －出生数と合計特殊出生率の推移－

〇 松川町の合計特殊出生率は、概ね1.4～1.6の間で推移しており、長野県の平均をやや下回っている。国の平均値は
上回っている状況である。

〇 国が示す人口規模が長期的に維持される水準(人口置換水準)は2.07(2019年)であり、これを大きく下回っている。

〇 松川町の合計特殊出生率は平成19年と令和元年を底としてほぼ横ばいであるものの、出生数は減少傾向である。

＜合計特殊出生率と出生数の推移＞

（出典）松川町保健福祉課調べ、厚生労働省「人口動態調査」

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

出生数（松川町） 113 116 109 86 110 100 104 95 86 98 93 98 99 90 90 63 85

出生率（松川町） 1.45 1.56 1.41 1.29 1.44 1.43 1.5 1.4 1.4 1.49 1.4 1.49 1.62 1.64 1.52 1.18 1.47

出生率（長野県） 1.42 1.46 1.44 1.47 1.45 1.43 1.53 1.5 1.51 1.54 1.54 1.58 1.59 1.56 1.57 1.57

出生率（国） 1.29 1.26 1.32 1.34 1.37 1.37 1.39 1.39 1.41 1.43 1.42 1.45 1.44 1.43 1.42 1.36
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（４）自然動態の推移 －年齢階層別出生率・婚姻率等－

〇出生数の減少は、複数の要因があると考えられるが、生産年齢人口の減少が大きな要因のひとつであり、現状の推移
で生産年齢人口が減少するとすれば、合計特殊出生率が改善されても出生数は減少していく。

〇生産年齢人口の減少に加え、出産年齢が上昇しており、平成10～14年、平成15～19年は25歳～29歳の出生率が最も高
いが、平成20～24年及び平成25～29年は30歳～34歳の出生率が最も高くなっている。また、35歳～39歳と40～44歳の
出生率は増加している。各年の最高値を比較しても、直近の平成25～29年は最高値が108.5ポイントと、大きく低下し
ている。

〇婚姻率の低下も出生数減少のひとつの要因と考えられ、平成10年～14年に比べると、直近の数値は約２ポイント低下
している。

年/歳 15～19 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49

H10～H14 2.2 60.7 120 112.9 35.9 5.1 0.1

H15～H19 2.4 45.4 121.1 98.7 42.6 5.2 0.1

H20～H24 2.6 43.2 101.4 108.3 45.7 7.8 0.1

H25～H29 3.4 32.8 103.8 108.5 63.8 11.0 0.4

＜母の年齢階級別出生率（松川町女性人口千対、ベイス推定値）＞

（出典）人口動態統計特殊報告

（出典）平成12年～平成27年：総務省統計局「国勢調査」、
令和２年：長野県毎月人口異動調査（10月１日時点）

＜松川町の生産年齢人口の推移（人）＞

＜松川町婚姻率（人口千対）＞

H10～H14 H15～H19 H20～H24 H25～H29

6.1 3.9 4.3 3.9 （出典）人口動態統計特殊報告

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和２年

総数 8,405 8,240 7,835 7,262 6,588

男 4,168 4,109 3,901 3,632 3,288

女 4,237 4,131 3,934 3,630 3,300

（５）社会動態の推移－転入者数と転出者数の推移－

〇 松川町の社会動態（転出、転入）推移は、平成13年までは社会増（転入超過）であるものの、その後令和２年まで
社会減（転出超過）の傾向が続いている。

〇 転出者数及び転入者数ともに減少傾向にあるが、令和2年度その差は105名と広がった。

＜松川町の転入者数と転出者数＞

（出典）長野県毎月人口異動調査

（人）

H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
社会増減 73 141 64 155 6 87 121 86 △ 30 △ 57 20 △ 73 △ 31 △ 37 △ 27 △ 75 16 △ 42 10 △ 82 17 △ 47 △ 23 △ 58 △ 49 △ 25 △ 105
転入 521 609 526 690 526 561 566 564 480 495 480 477 476 447 456 385 419 364 397 356 399 403 371 356 338 330 277
転出 448 468 462 535 520 474 445 478 510 552 460 550 507 484 483 460 403 406 387 438 382 450 394 414 387 355 382
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（５）社会動態の推移 －転出先・転入先－

〇直近６か年の県外との人口異動は、関東圏（１都３県）への人口異動が最も多く、転出超過である。関西圏（２府４
県）と愛知県についても、転出超過となっている。

〇県内市町村の人口異動は、飯島町、高森町、喬木村、大鹿村がわずかに転入超過であるものの、人口異動数が最も多
い飯田市については転出超過である。

＜県外及び県内市町村との人口移動（平成27年～令和２年）＞

（出典）長野県毎月人口異動調査
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（５）社会動態の推移 －年齢階層別人口異動－

〇 人口異動数が最も多い20～24歳では、大幅な転出超過となっており、県外への転出割合も高い。15歳～19歳につい
ても県外への転出割合が高いことから、大学等への進学に伴う転出の影響が考えられる。

Point 社会増減のポイントは20代・30代の若者の転出入。新たな社会関係資本と若者の雇用創出

〇 県外への転出者については20～24歳の時にピークを迎え、その後の年齢階級で減少している。25歳以上の転出者
は、県内に移動する者の割合が高い。

＜年齢階級別の人口異動（平成27年～令和２年）＞

（出典）長野県毎月人口異動調査

（人）
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資料No.2

市 町 村

総数 男 女 総数 男 女

(世帯） (人） (人） (人） (世帯） (人） (人） (人） (人） (％)

県 計 830,413 2,049,683 1,000,961 1,048,722 807,108 2,098,804 1,022,129 1,076,675 △ 49,121 △ 2.3

市 計 673,863 1,645,874 803,263 842,611 652,247 1,675,324 815,647 859,677 △ 29,450 △ 1.8

郡 計 156,550 403,809 197,698 206,111 154,861 423,480 206,482 216,998 △ 19,671 △ 4.6

佐 久 地 域 83,355 204,600 100,628 103,972 81,085 209,016 102,433 106,583 △ 4,416 △ 2.1
上 小 地 域 79,175 194,039 94,933 99,106 77,672 197,443 96,663 100,780 △ 3,404 △ 1.7
諏 訪 地 域 80,226 194,057 95,152 98,905 77,817 198,475 97,038 101,437 △ 4,418 △ 2.2
上伊那地域 70,383 179,915 88,288 91,627 69,121 184,305 90,477 93,828 △ 4,390 △ 2.4
飯 伊 地 域 59,269 155,413 74,987 80,426 58,125 162,200 77,589 84,611 △ 6,787 △ 4.2
木 曽 地 域 10,922 25,472 12,341 13,131 11,484 28,399 13,669 14,730 △ 2,927 △ 10.3
松 本 地 域 176,593 423,988 207,643 216,345 168,871 427,928 209,508 218,420 △ 3,940 △ 0.9
大 北 地 域 22,654 56,298 27,395 28,903 22,513 59,748 28,917 30,831 △ 3,450 △ 5.8
長 野 地 域 216,879 533,311 259,516 273,795 209,738 543,424 263,395 280,029 △ 10,113 △ 1.9
北 信 地 域 30,957 82,590 40,078 42,512 30,682 87,866 42,440 45,426 △ 5,276 △ 6.0

長 野 市 156,854 373,251 181,556 191,695 150,414 377,598 182,843 194,755 △ 4,347 △ 1.2
松 本 市 104,253 241,337 118,325 123,012 100,173 243,293 119,479 123,814 △ 1,956 △ 0.8
上 田 市 64,063 154,155 75,387 78,768 62,696 156,827 76,776 80,051 △ 2,672 △ 1.7
岡 谷 市 19,236 47,820 23,219 24,601 19,100 50,128 24,330 25,798 △ 2,308 △ 4.6
飯 田 市 38,822 98,206 47,307 50,899 37,694 101,581 48,443 53,138 △ 3,375 △ 3.3

諏 訪 市 20,758 48,774 23,815 24,959 20,401 50,140 24,392 25,748 △ 1,366 △ 2.7
須 坂 市 18,803 49,583 24,327 25,256 18,447 50,725 24,790 25,935 △ 1,142 △ 2.3
小 諸 市 16,787 41,008 19,974 21,034 16,662 42,512 20,623 21,889 △ 1,504 △ 3.5
伊 那 市 26,118 66,111 32,436 33,675 26,231 68,271 33,445 34,826 △ 2,160 △ 3.2
駒 ヶ 根 市 12,885 32,218 15,726 16,492 12,437 32,759 16,006 16,753 △ 541 △ 1.7

中 野 市 15,765 42,361 20,563 21,798 15,296 43,909 21,243 22,666 △ 1,548 △ 3.5
大 町 市 10,705 26,069 12,603 13,466 10,826 28,041 13,555 14,486 △ 1,972 △ 7.0
飯 山 市 7,249 19,547 9,497 10,050 7,423 21,438 10,365 11,073 △ 1,891 △ 8.8
茅 野 市 23,881 56,500 28,256 28,244 22,301 55,912 27,811 28,101 588 1.1
塩 尻 市 27,992 67,302 33,624 33,678 26,350 67,135 33,347 33,788 167 0.2

佐 久 市 39,908 98,300 48,061 50,239 38,487 99,368 48,454 50,914 △ 1,068 △ 1.1
千 曲 市 22,003 58,900 28,409 30,491 21,573 60,298 29,105 31,193 △ 1,398 △ 2.3
東 御 市 11,247 30,154 14,788 15,366 11,004 30,107 14,774 15,333 47 0.2
安 曇 野 市 36,534 94,278 45,390 48,888 34,732 95,282 45,866 49,416 △ 1,004 △ 1.1

南 佐 久 郡 8,797 23,915 12,374 11,541 8,889 25,693 13,105 12,588 △ 1,778 △ 6.9

小 海 町 1,793 4,357 2,142 2,215 1,873 4,713 2,276 2,437 △ 356 △ 7.6
佐 久 穂 町 3,926 10,217 4,963 5,254 4,014 11,186 5,392 5,794 △ 969 △ 8.7
川 上 村 1,238 4,350 2,595 1,755 1,205 4,607 2,731 1,876 △ 257 △ 5.6
南 牧 村 1,064 3,272 1,822 1,450 1,036 3,408 1,848 1,560 △ 136 △ 4.0
南 相 木 村 410 966 474 492 428 1,005 477 528 △ 39 △ 3.9

北 相 木 村 366 753 378 375 333 774 381 393 △ 21 △ 2.7

北 佐 久 郡 17,863 41,377 20,219 21,158 17,047 41,443 20,251 21,192 △ 66 △ 0.2

軽 井 沢 町 8,571 19,197 9,181 10,016 8,247 18,994 9,107 9,887 203 1.1
御 代 田 町 6,687 15,563 7,712 7,851 6,118 15,184 7,561 7,623 379 2.5
立 科 町 2,605 6,617 3,326 3,291 2,682 7,265 3,583 3,682 △ 648 △ 8.9

小 県 郡 3,865 9,730 4,758 4,972 3,972 10,509 5,113 5,396 △ 779 △ 7.4

長 和 町 2,310 5,606 2,780 2,826 2,416 6,166 3,029 3,137 △ 560 △ 9.1
青 木 村 1,555 4,124 1,978 2,146 1,556 4,343 2,084 2,259 △ 219 △ 5.0

諏 訪 郡 16,351 40,963 19,862 21,101 16,015 42,295 20,505 21,790 △ 1,332 △ 3.1

下 諏 訪 町 7,907 19,171 9,242 9,929 7,946 20,236 9,749 10,487 △ 1,065 △ 5.3
富 士 見 町 5,591 14,108 6,848 7,260 5,396 14,493 7,039 7,454 △ 385 △ 2.7
原 村 2,853 7,684 3,772 3,912 2,673 7,566 3,717 3,849 118 1.6

上 伊 那 郡 31,380 81,586 40,126 41,460 30,453 83,275 41,026 42,249 △ 1,689 △ 2.0

辰 野 町 7,255 18,562 9,018 9,544 7,343 19,770 9,657 10,113 △ 1,208 △ 6.1
箕 輪 町 9,450 24,981 12,506 12,475 9,240 25,241 12,681 12,560 △ 260 △ 1.0
飯 島 町 3,387 9,007 4,392 4,615 3,325 9,530 4,605 4,925 △ 523 △ 5.5
南 箕 輪 村 6,434 15,817 7,858 7,959 5,839 15,063 7,498 7,565 754 5.0
中 川 村 1,586 4,649 2,189 2,460 1,584 4,850 2,300 2,550 △ 201 △ 4.1
宮 田 村 3,268 8,570 4,163 4,407 3,122 8,821 4,285 4,536 △ 251 △ 2.8

　　　　　　　令和２年国勢調査結果  (市町村別の世帯数及び男女別人口　速報）
令和２年 平成27年 人口増減

世帯数
人口

世帯数
人口

増減数 増減率
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市 町 村

総数 男 女 総数 男 女

(世帯） (人） (人） (人） (世帯） (人） (人） (人） (人） (％)

令和２年 平成27年 人口増減

世帯数
人口

世帯数
人口

増減数 増減率

下 伊 那 郡 20,447 57,207 27,680 29,527 20,431 60,619 29,146 31,473 △ 3,412 △ 5.6

松 川 町 4,445 12,539 6,073 6,466 4,355 13,167 6,331 6,836 △ 628 △ 4.8
高 森 町 4,426 12,814 6,158 6,656 4,247 13,080 6,269 6,811 △ 266 △ 2.0
阿 南 町 1,614 4,302 2,075 2,227 1,737 4,962 2,371 2,591 △ 660 △ 13.3
阿 智 村 2,151 6,071 2,894 3,177 2,188 6,538 3,118 3,420 △ 467 △ 7.1
平 谷 村 196 389 192 197 211 484 229 255 △ 95 △ 19.6

根 羽 村 383 853 411 442 416 970 483 487 △ 117 △ 12.1
下 條 村 1,160 3,545 1,709 1,836 1,159 3,851 1,870 1,981 △ 306 △ 7.9
売 木 村 279 549 251 298 270 575 270 305 △ 26 △ 4.5
天 龍 村 569 1,175 556 619 651 1,365 634 731 △ 190 △ 13.9
泰 阜 村 604 1,542 726 816 639 1,702 786 916 △ 160 △ 9.4

喬 木 村 2,035 5,977 2,909 3,068 2,029 6,310 3,060 3,250 △ 333 △ 5.3
豊 丘 村 2,123 6,430 3,188 3,242 2,054 6,592 3,222 3,370 △ 162 △ 2.5
大 鹿 村 462 1,021 538 483 475 1,023 503 520 △ 2 △ 0.2

木 曽 郡 10,922 25,472 12,341 13,131 11,484 28,399 13,669 14,730 △ 2,927 △ 10.3

上 松 町 1,755 4,123 2,037 2,086 1,864 4,670 2,279 2,391 △ 547 △ 11.7
南 木 曽 町 1,626 3,917 1,896 2,021 1,713 4,313 2,055 2,258 △ 396 △ 9.2
木 曽 町 4,679 10,583 5,153 5,430 4,942 11,826 5,735 6,091 △ 1,243 △ 10.5
木 祖 村 1,014 2,694 1,236 1,458 1,045 2,926 1,355 1,571 △ 232 △ 7.9
王 滝 村 371 716 338 378 398 839 387 452 △ 123 △ 14.7

大 桑 村 1,477 3,439 1,681 1,758 1,522 3,825 1,858 1,967 △ 386 △ 10.1

東 筑 摩 郡 7,814 21,071 10,304 10,767 7,616 22,218 10,816 11,402 △ 1,147 △ 5.2

麻 績 村 970 2,595 1,219 1,376 1,001 2,788 1,299 1,489 △ 193 △ 6.9
生 坂 村 673 1,640 818 822 698 1,843 888 955 △ 203 △ 11.0
山 形 村 3,013 8,404 4,106 4,298 2,725 8,395 4,134 4,261 9 0.1
朝 日 村 1,475 4,282 2,110 2,172 1,412 4,462 2,172 2,290 △ 180 △ 4.0
筑 北 村 1,683 4,150 2,051 2,099 1,780 4,730 2,323 2,407 △ 580 △ 12.3

北 安 曇 郡 11,949 30,229 14,792 15,437 11,687 31,707 15,362 16,345 △ 1,478 △ 4.7

池 田 町 3,543 9,388 4,555 4,833 3,518 9,926 4,719 5,207 △ 538 △ 5.4
松 川 村 3,575 9,611 4,608 5,003 3,497 9,948 4,762 5,186 △ 337 △ 3.4
白 馬 村 3,691 8,585 4,260 4,325 3,477 8,929 4,427 4,502 △ 344 △ 3.9
小 谷 村 1,140 2,645 1,369 1,276 1,195 2,904 1,454 1,450 △ 259 △ 8.9

埴 科 郡 5,420 14,020 6,919 7,101 5,473 14,871 7,287 7,584 △ 851 △ 5.7

坂 城 町 5,420 14,020 6,919 7,101 5,473 14,871 7,287 7,584 △ 851 △ 5.7

上 高 井 郡 6,002 17,287 8,370 8,917 5,819 17,735 8,605 9,130 △ 448 △ 2.5

小 布 施 町 3,682 10,661 5,124 5,537 3,528 10,702 5,136 5,566 △ 41 △ 0.4
高 山 村 2,320 6,626 3,246 3,380 2,291 7,033 3,469 3,564 △ 407 △ 5.8

下 高 井 郡 7,250 19,015 9,214 9,801 7,188 20,566 9,895 10,671 △ 1,551 △ 7.5

山 ノ 内 町 4,413 11,363 5,530 5,833 4,465 12,429 5,992 6,437 △ 1,066 △ 8.6
木 島 平 村 1,684 4,374 2,117 2,257 1,564 4,658 2,248 2,410 △ 284 △ 6.1
野沢温泉村 1,153 3,278 1,567 1,711 1,159 3,479 1,655 1,824 △ 201 △ 5.8

上 水 内 郡 7,797 20,270 9,935 10,335 8,012 22,197 10,765 11,432 △ 1,927 △ 8.7

信 濃 町 3,062 7,745 3,814 3,931 3,157 8,469 4,113 4,356 △ 724 △ 8.5
飯 綱 町 3,767 10,300 5,017 5,283 3,769 11,063 5,360 5,703 △ 763 △ 6.9
小 川 村 968 2,225 1,104 1,121 1,086 2,665 1,292 1,373 △ 440 △ 16.5

下 水 内 郡 693 1,667 804 863 775 1,953 937 1,016 △ 286 △ 14.6

栄 村 693 1,667 804 863 775 1,953 937 1,016 △ 286 △ 14.6

（注）令和２年の数値は速報値で、平成27年の数値は確定値です。 資料：長野県令和３年5月31日公表　「令和2年国勢調査結果速報」より
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第１期松川町まち・ひと・しごと総合戦略KPI

基本目標１　美しい自然や風土を生かした人々が集うまちづくり（ひとの流れ）

H27 H28 H29 H30 R01 R02

交流人口（移住等現地見学会
（体感ツアー）参加者数）累計

4 人 17 9 3 18 30 11 50

清流苑入湯者数 145,560 人 151,337 156,467 163,175 135,977 132,375 70,509 146,000

フォレストアドベンチャー松川利
用者数

2,368 人 5,345 6,145 6,616 6,728 6,289 4,654 8,000

農村観光交流センターみらい利
用者数

10,200 人 11,710 12,540 11,159 10,255 5,532 1,696 12,000

年間転入者数 399 人 403 371 356 338 330 277 435

Ave

基本目標２　豊かな暮らしと文化を生み出すしごとづくり（しごとづくり）

H27 H28 H29 H30 R01 R02

町内企業等就労者数（工業統計
調査）

1,632 人 1,722 1,797 1,793 1,797 1,937 1,913 1,650

新規就農者数（年度平均） 6 件 7 13 7 5 11 5 10

女性による研修会交流会等への
取組

21 回 0 0 4 5 12 7 24

工業技術センター・EMCセンター
の利用件数

932 件 866 883 852 897 843 - 1,200

共同研究講座学位取得者数（累
計）

0 人 0 0 0 2 6 ‐ 10

くだもの観光協会所属農家 62 件 60 60 58 60 58 57 66

遊休農地面積 213 ha 205.5 210.0 222.7 235.4 214.5 224.8 185

空き店舗への新規参入数（累
計）

1 件 0 1 1 1 0 0 3

Ave

基本目標３　こどもの笑顔あふれるまちづくり（結婚・出産・子育て）

H27 H28 H29 H30 R01 R02

合計特殊出生率 1.40 人 1.49 1.62 1.64 1.52 1.18 1.47 1.55

婚姻率（人口動態調査における町
内人口1,000人当たりの婚姻件数）

4.0 件 5.2 4.0 4.1 4.8 4.8 4.0 4.8

子育てサークル等支援回数 219 回 73 101 85 85 60 26 220

子育て支援センター延べ利用者数
（年間）

7,910 人 6,702 7,566 7,924 8,076 6,408 3,836 8,000

放課後児童クラブ利用者人数 209 人 216 241 247 245 248 250 187

地域コーディネーターによる事業
協力者の人材確保数

12 人 12 36 49 49 49 49 24

職場体験学習の受入事業所数
（年度平均）

50 事業所 55 63 66 59 61 0 65

Ave

基本目標４　誰もが安心して生活できるまちづくり（まちづくり）

H27 H28 H29 H30 R01 R02

毎月人口異動調査（各年10月1
日）

13,320 人 13,167 13,062 12,904 12,769 12,666 12,539 12,900

自治会加入率 79.5 ％ 77.8 77.4 75.1 75.1 73.7 71.5 80.0

生東地区人口 484 人 484 461 447 421 401 393 450

自立高齢者率（高齢者数より要
介護認定者数を差引）

82.6 ％ 83.8 84.2 84.6 84.1 84.0 84.1 82.7

実績値

実績値

単位
基準値
（H26）

目標値
（R02）

数値目標
実績値

数値目標
基準値
（H26）

単位
目標値
（R02）

数値目標
基準値
（H26）

目標値
（R02）

単位

単位

数値目標
基準値
（H26）

目標値
（R02）

資料No.3

実績値
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松川町まち・ひと・しごと総合戦略及び松川町人口ビジョンの見直しについて

資料No.4

平成27年10月に策定した「松川町まち・ひと・しごと総合戦略」（以下、町総合戦略）及び「松川町人
口ビジョン」（以下、町人口ビジョン）について、第２期計画をそれぞれ策定することとしたい。

▽まち・ひと・しごと総合戦略
少子高齢化の進展に的確に対応し、人口減少に歯止めをかけるとともに、東京圏への人口の過度の集中を是正
し、それぞれの地域で住みよい環境を確保して、将来にわたって活力ある日本社会を維持していくための戦略。
（根拠法令：まち・ひと・しごと創生法）

▽人口ビジョン
人口の減少と将来展望を提示するものであり、地方創生の実現に向けた目標や施策の基本的方向、具体的な
施策をまとめたまち・ひと・しごと総合戦略を策定する上での基礎となるもの

1．計画の位置づけ及び基本的な方向性（案）

１）松川町第５次総合計画[改訂版]を具体化・深化させる計画
第5次松川町総合計画[改訂版]は、「持続可能な地域づくり」を主テーマとしており、人口減少の克服や地方創生を目的
としたまち・ひと・しごと総合戦略との関連性が高い。総合計画における人口減少対策・地方創生に資する考え方とその取
組みをより具体化し、深化させるものとして、町総合戦略を位置づける。

２）町総合戦略と町人口ビジョンが一体となった計画
人口ビジョンは、まち・ひと・しごと総合戦略の実現に向けて効果的な施策を企画立案するうえで重要な基礎として位置
づけられることから、両計画が一体となった計画を策定する。

３）国勢調査結果と連動した計画
国勢調査の結果を踏まえた町総合戦略及び町人口ビジョンとなるよう、令和8年度には令和７年国勢調査結果をもとに
分析・評価を行い、必要な見直しを行うこととする。

人口ビジョン
現状把握と分析
将来推計人口

総合戦略
人口減少の克服・地方創生
に向けた施策の展開

第5次総合計画[改訂版]
テーマ「持続可能な地域づくり」
◇急激な人口減少の緩和
◇自分たちの地域を、自分を主語にして考える「人材（財）」の育成

現状把握・分析結果

将来展望
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2．次期計画の基本方針（案）

１）町総合戦略
(1)個別の基本目標を横断的につなぐテーマの設定
“地方創生”を、地域の特色を活かした自律的で持続的な社会の創生としてとらえ、ＳＤＧｓの実現やSociety5.0の推進などの
新しい時代の流れを力にしていくことも視野に入れながら、自分たちの地域を自分たちの手で創造していくという自律分散型
社会の考え方を町総合戦略全体の共通テーマとして設定し、それぞれ個別の基本目標を横断的につなげていくことで、総合
的な戦略とする。

(2)新たな“ひと”のつながりと若者の雇用創出
人口の現状分析（参考資料２）の結果から、松川町の人口減少の一番の課題は20代・30代の若者の転出という社会動態の
影響が大きいとみられる。
そこで、第2期町総合戦略では、ひとの流れの考え方について、無関係から移住までのプロセスを多元的に捉え、松川町とつ
ながる人を、地域への関心と地域への関与の２軸の幅広いグラデーションの中で捉えることで、特に若い世代を中心に都市
部との新たなつながりの創出して、多様な人材の活躍を推進することを目指す。
また、若者自身が将来の暮らしをイメージできるような、地域内の雇用の創出を重点的な取組みの１つとしたい。

２）町人口ビジョン
(1)行政区単位の分析・推計
持続可能な地域づくりを推進するうえで、生活圏やより身近なコミュニティ圏に着目して考えていくことが大切となることから、
行政区単位（８地区）での人口分析・推計も実施していく。

(2)長期ビジョンにたった推計
人口の変化が地域の将来に与える影響の分析・考察、目指すべき将来の方向等を検討するためには、長期の見通しをたて
る必要があることから、国立社会保障・人口問題研究所推計と同様に、推計の対象期間を2045年までとして設定する。

無関係

強

地
域
へ
の
関
心
（
地
域
に
心
を
寄
せ
る
）

強弱

弱

地域への関与（地域に関わる）

出典：「関係人口論」とその展開ー「住み続ける国土」へのインプリケーションー 明治大学 小田切徳美氏

新たなつながりの創出にむけた関係人口の考え方

●これまでは、“無関係”から“移住”までのプロセスを、地域への関与という1軸で
とらえがちであった
●新たなつながりの創出に向けて、次期計画では
関係人口＝“無関係”“移住者”を除く、関心×関与フィールドのすべての領域
としてとらえる

移 住

関与先行型

関心先行型

併用型
（関わりの階段）

特産品購入

寄付（ふるさと納税）

頻繁な訪問

二地域居住
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3．計画期間
令和4年4月1日 ～ 令和9年3月31日（5年間）

4．策定スケジュール

スケジュール
令和3年 令和4年

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

第1期計画評価・分析

令和2年国勢調査結果 速報
値

確定
値

第2期町人口ビジョン

第2期町総合戦略

評価・分析

速報値による分析・推計
確定値
修正

主な施策
基本的
方向

パ
ブ
コ
メ

修

正

策

定

施

行
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